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はじめに
平成16年6月24日,筆者のゼミが『世界週報』の森玲記者と高倉理緒
カメラマンの取材を受けた.この取材に関する詳細は後に譲るが, 2年以上
経過した今でも,なぜ筆者のゼミ(今後は千葉ゼミと呼ぶ)が取材対象に選
ばれたのか理解できないでいる.亜細亜大学国際関係学部には数多くのユ
ニークなゼミがあり,どのゼミも優れた教員によって指導されている.加え
て千葉ゼミは学部学生の間で必ずしも人気の高いゼミではないし,それを証
明するようにゼミの学生数も多くはない.自分が記者だったら千葉ゼミ取材
はありえなかったのではないかと今でも思う…
それでも筆者は千葉ゼミをユニ-クなゼミだと考えている.これは学部の
他のゼミを意識してのことではない.千葉ゼミは千葉ゼミとしてそれなりに
ユニークな部分があるということである.ここに61.3という数字がある.
この数字は平成16年度卒業から平成18年度卒業予定までの3年間の千葉ゼ
ミの学生の卒業論文14点を調査した結果得られた数字である.千葉ゼミ生
が卒業論文の中でおこなった全引用に占める英語文献からの引用の割合を示
したものである.これまた詳細は後にまわすが,筆者はこの61.3の意味を
自分なりに査定すべく,身近なところにある千葉ゼミ以外の学部学生の卒業
論文で,しかもほぼ同じ時期の論文について同様の調査を実施し,その結果,
千葉ゼミの61.3がいろいろな条件を差し引いても突出した数字であるとの
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確証を得るに至った.それなら,なぜ,このような数字が生まれるのか…　こ
のことを上記の調査の他に主として千葉ゼミ卒業生の一部を対象におこなっ
たアンケートの結果を絡めて検証するのが,この研究ノートの主たる目的で
ある…　同時に過去のゼミ指導を振り返り,今後の指導に生かすことも目的の
一つであることは言うまでもない.
1　千葉ゼミが目指すゴール
亜細亜大学国際関係学部千葉ゼミはアメリカ文化の研究.特にアメリカ社
会を構成するエスニック・グループや社会グループに関する研究をその目的
としている…　同時に千葉ゼミは卒業論文作成時に日本語文献に依存せず,英
語文献を積極的に活用する-そのために英語読解力を鍛えるという目標を
も掲げている.ここに千葉ゼミの特徴があり,いわばユニークさがある…　千
葉ゼミはその目的を達成すべく3年次, 4年次のゼミは言うまでもなく,ゼ
ミ指導教授が担当する3年次開講の2つの学部専門科目(選択科目)におい
てもアメリカ文化研究の一方で,多量の英語文献を与え読ませるという,つ
まり千葉ゼミが掲げる目標を側面からサポートする授業内容,授業方法を採
用している.さらに3年終了時に提出する本文8000字以上の専門ゼミレポー
トでは伝統的に英文資料の積極的活用をゼミ生に要求してきたが,平成15
年度以降は専門ゼミレポートの代替としてタイムライン製作を,アメ1)カで
作成された英語のタイムラインを土台にしながら併せて精度を高めるために
他の文献でのチェックも行うことを条件に,認めることにした(タイムライ
ン製作を選んだゼミ生は12月のレポ-ト提出時に製作中のタイムラインと
2000字の卒業論文構想の両方を用意することになっている).しかし卒業論
文に向かう中間点でレポートを選ぶにせよタイムラインを選ぶにせよ千葉ゼ
ミ生が前述の2つの目的Fこ向かって遠進していることに変わりはない.すな
わち,どの学生もアメリカ文化を英語文献を通して学びながら,英文読解力を
鍛え,それを卒業論文につなげるという共通の目標に向かっているのである.
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2　千葉ゼミの歩みとタイムライン誕生の背景
(1)平成12年以降の千葉ゼミの歩み
アメリカ文化を英語文献を通して学ぶためにゼミと講義合わせて週2回の
授業(90分× 2)を活用するシステム,さらにそれを英語文献の積極的活用
という形で卒業論文につなげるという発想が生まれたのは平成12年度のカ
リキュラム改定で3年次科目として「比較文化I」, 「比較文化Ⅲ」が設置さ
れたのが契機であるU,これにより通年の3年次千葉専門ゼミと平行して,
筆者が担当する講義科目が前・後期にそれぞれ一つずつ配置され,英語文献
でアメリカ文化を効率よく学ぶ機会が確保されることとなった.同時に,こ
の時期から千葉ゼミは卒業論文作成に当たって日本語文献に依存することな
く積極的に英語文献を使用する学生の参加を呼びかけた結果,数的に多くは
ないが,それなりに覚悟のある学生が集まるようになった(これらの学生の
意欲を一層高めるペく研究室にある英語文献はそのほとんどを学生に開放し
た.もともとは自身の研究のために購入したアメリカの歴史・文化・社会に
関する書物,特にアフリカ系アメリカ人関係の書物が中心であったが,ゼミ
生のテーマ選択に合わせて,マイノリティや社会グル-プに関する書物もそ
の後購入したのである)…
この時点でゼミと講義科目を授業内容と授業方法の面からどのように連携
させるかということが重要なポイントになったが,千葉ゼミがこの問題をど
う乗り越えようとしたかは平成18年度の千葉ゼミ(専門・総合ゼミ)と「ア
メリカ文化研究」, 「アメリカン・エスニシティ研究」の講義概要およびシラ
バスを見ることで十分理解できる.平成12年から15年にいたる時期の千葉
ゼミと2つの講義科目の連携は現在のそれと基本的に同じであるからである
(唯一の違いは16年度カ1)キュラム改定で以前は通年であったゼミが前期・
後期に分けられたことのみである) 2).ここでは平成18年度の実施状況を
参考に講義概要にも記されていない詳細を加えた,ゼミと講義科目の授業内
容及び授業方法を明らかにする.
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専門ゼミl (3年次前期)
青少年向けの百科事典として定評のあるThe New Book of Knowledge (Gra-
1ier)の"History of the UnitedStates (1) -- (3)を題材に毎風報告者,司会
質問者を決め,報告者の発表を材料に討論を行う.討論は全員参加が原則で
あり,全員がテキストを読むことを義務付けられる.テキスト総ページ数は
出所が事典であることから正確なカウントは困難であるが,約34ページで
ある.このやや控えめな分量は専門ゼミIがウォーミングアップ的な性格を
持つことを考慮した結果であると同時に,同じ時期に平行して履修するアメ
リカ文化研究がゼミ生にとって経験のない多読を要求する授業であることに
少しばかり配慮した結果でもある.ただし予習に対する教員からのサポート
はないので,ゼミ生各自が独力で行う.
講義科目「アメリカ文化研究」 (3年次前期)
アメリカ文化研究は人種平等の追求と言う点でアメリカ民主主義の推進者
の役割を果たしたアフリカ系アメリカ人に焦点を当て,特にその代表的な
リ-ダ-8名の演説または著作,これにMicrosoftEncartaAfricana 2000 (Mi-
crosoft)の"Reconstruction, ‥`World War I and African Americans, ''"World
War II and African Americans, ‥`Brown v. Board of Education　を加えたもの
をテキストとして行われる.テキスト総べ-ジ数はおよそ100ペ-ジであり,
毎回学生は　-10ページ程度の英文資料を事前に読み,授業の冒頭15分ほ
どをつかって行われる小テストに臨む,小テストは学生自身が重要と考える
4-5行の英文を選び,その意味を日本語で示し,最後にテキスト全体の中
からなぜその部分を選んだかを150字程度で書くという形式である.授業の
残りの時間はパワーポイントを使用して,テキストの解説がおこなわれる.
教員のコメント付答案3)は次回の授業で返却される.この講義では予習-
のサポートがあり,それは「アメリカ文化研究通信4)」というPDFで毎週
亜細亜大学コミュニケーションサービスJI (以下acshと略す)を通して
受講生に配布される.
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専門ゼミII (3年次後期)
David Levinson and Melvin Ember (eds… ) American Immigrant Cultures 2
vols (Simon & Schuster Macmillan)の中の7つのエスニック・グル-プの
項目を中心に読む.具体的には英国系,メキシコ系,中国系,日系,フィリ
ピン系,韓国系,ベトナム系であり,これにMicrosoft Encarta Reference Li-
brary Suite2005のドイツ系,フランス系,アイルランド系,ユダヤ系,イ
タリア系,ポーランド系の5つを加えた総べ-ジ数は63ペ-ジである,也
所が事典であるため1ページの分量は通常の書物より多い.これを平均して
毎回5-6ページ読む.ここでも予習に対する教員からのサボ-トはないの
で,各自が独力で行う…　ただし,前期ゼミでの慣れ,ゼミと並行する講義科
目を同時履修することからくる相乗効果が期待できる.質問者が報告者に尋
ねる形で討論が展開する.
講義科目「アメリカン・エスニシティ研究」 (3年次後期)
授業の進め方はアメリカ文化研究と同じである.題材はアフリカ系,アメ
リカ先住民,メキシコ系(この3つはElaine Fbscoe, Racial Prejudice,
Franklin Wattsの4つの章による),中国系,日系(こちらは'kicia Knoll,
BecomingAmericans, Coastto Coast Booksの2つの章による)の5つのエス
ニック・グループであり,テキストの総ページ数は約136ページで,毎週平
均して10ぺ-ジ以上読むことになり量的には3年次の4つの授業の中で最
も多い.ただ,前期のアメリカ文化研究履修者はアフリカ系に関する予備知
識があるので,その分,理解が容易となる.また千葉ゼミ生は3年後期のゼ
ミで別の英文資料で5つのグル-プのうちの3つについて学ぶので,理解ほ
深まるであろうことが期待されるし,その分読むのも容易になると思われる…
小テストの実施はアメリカ文化研究と同じである.予習のサボ-トとして「ア
メリカン・エスニシティ研究通信」のACSIIによる配布が毎週ある.授業
はパワーポイントを使用して行われる…
総合ゼミ(4年次前期)
Mark Sta鮫>rd, W.E.B. Du Bois (Chelsea House Publishers)と拙著『WォE-
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B・デュボイス』(近代文芸社,2003)を叙み合わせて,報告と討論を行う. W.E.B.
Du Boisの総ページ数は121ページである.予習-のサボ-トはない.前期
期間のうちの2回ほどの授業を使って卒業論文作成の経過報告を個々の学生
がおこ?」'I.
総合ゼミ　く4年次後期)
卒業論文捉出が目前であることから,学部が作成した『卒業論文執筆要償』
に示されたさまざまなル-ルを確認するほか,前期に続き個々の学生による
経過報告をおこなう.後期は英文テキストを使用した授業は行わない. Da-
vid Halberstam, The Fifties (Ballantine Books)を基に作られたビデオを鑑賞
しなから,アメリカ社会が劇的に変化していく1950年代を全員で考察する…
以上が3・4年次のゼミと2つの講義科目の授業内容及び授業方法である.
3年次前・後期のゼミと2つの講義科目を合わせると英文テキストは330ペー
ジ以上に達するが, 3年次終了時の課題として専門ゼミレポートを選ぶにせ
よ,タイムライソ製作を選ぶにせよゼミ生はこれ以外にも自分自身で英文質
料を読むことが要求されるので, 3年次1年間のトータルの英文読書量は
400ページを下回ることはまず考えられず,ゼミ生によっては500ペ-ジ近
くまで,あるいはそれ以上になるということも十分ありうるのである.さら
に4年次の総合ゼミ前期でも121ペ-ジを読むことから,ゼミ生のトータル
読書量は最低520ペ-ジから最高では650ペ-ジ近くまで及ぶことになる,
そして卒業論文作成のために必要な英語文献がこれに上乗せされるのであ
る.
最後に,通信という形の予習サポートがある講義と,一切サボ-トがなく
自分の力に頗るしかないゼミとの組み合わせについてであるが,前者につい
ての著者の意図は,特に多読を要求される講義科目の予習に対して手厚いサ
ボ-トを行うことで,ゼミ生を含めた受講生に中途で挫折せず最後まで踏み
とどまらせたいというものであり,後者については独力で英語文献に立ち向
かう機会も同時に与えたいという意図からである.
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(2)研究室HP開設とタイムライン構想
平成14年度,筆者は1年間の特別研究奨励制度を利用しW-E-B　デュ
ボイスについての研究書執筆に取り組んだ.同時にキャンパスを離れたこの
時期に,翌平成15年度以降のゼミと講義の連携をさらに発展させ強化させ
るための方策を練った…　その中で生まれたのが従来の3年終了時に提出する
8000字の専門ゼミレポ-ト提出に代えて,タイムライン作成を認めるとい
うシステムであった.
タイムラインに筆者が着限した理由はアメリカでは政敵　研究機関,組織
団体などがさまざまなタイムラインをインタ-ネット上で公開しており,千
葉ゼミと「比較文化I」,「比較文化Ⅲ」が取り上げるアメリカ国内のエスニッ
ク…グループや社会グループの活動に関するタイムラインが数多く見出され
ることであった.しかも,それらの中には日本の学生の教材になりそうなも
のも数多く発見される…　これに対して日本国内では日本の歴史に関するもの
はあっても,アメリカに関するものとなると全くといってよいほど無いとい
うのが実情であった.そこでやるなら誰もやっていない今だと感じたのであ
る.方法によってはゼミ生でも可能と思えた.ただ,折角作成しても発表す
る場がなければ宝の持ち腐れで終わってしまう.そこで早速タイムラインを
公開するための研究室HP開設の準備に掛かった.技術的な部分は情報シス
テム謀や同僚の古井助教授の指導を仰いだ.最終的には平成15年4月8日
のHP開設に漕ぎ着けた5).
HPは開設してもタイムライン完成まで1年半はど得たねばならない…　そ
こで教員プロフイ-ル,講義関連のぺ-ジ,ゼミ関連のベ-㌔, W'E'B
デュボイスのページなどをつくり,タイムラインの公開に備える一方で,そ
れぞれのページの充実に努めることにした.デュボイスのページにはゼミ生
と筆者の講義を受講する学部学生の学習に役立つよう主にアフリカ系アメリ
カ人の歴史に関するリンク集などをもうけたはか,平成15年秋に拙著『W・
E…B・デュボイス』が刊行されるとその巻末に収録されたデュボイスの生
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涯に関するタイムラインをHP上に転載した6).
タイムライン製作は何を目的とするかが次に重要なポイントとなった.な
にしろ作業の主体は学生である…　予め明確な目的を設定しておく必要を感じ
た…　通常,タイムラインは専門の研究者が長年の研究を土台に作成するもの
であるが,千葉ゼミのタイムラインは事情が異なる.専門の領域に足を踏み
入れたばかりのいわば初心者がおこなう作業である.だからといって大学の
HPの中で公開する以上,それなりの水準は維持しなければならない…　そこ
で筆者はタイムライン製作をゼミ生にとっては学習の機会,指導教授にとっ
ては教育の機会と捉えることにした,作業はもちろんゼミ生がおこなう,た
だし,語法面も含めとんでもない方向に進まないよう軌道修正はおこなう,
英文タイムラインを含めた資料の収集は初心者のゼミ生には無理なので,そ
れらは指導教授である筆者が提供するという体制の構築である.ここでよう
やくレポ-トの代替としてのタイムライン構想が具体的なイメ-ジとなって
生まれたのである.まず専門的過ぎることなく,それでいて十分信癖に値す
る数種類の英文タイムラインを筆者が書物や,政府もしくは教育機関のHP
の中から選んで提供する.ゼミ生はそれらの英文タイムラインの中から既に
習得した基礎知識をもとに重要事項を取捨選択し,それを日本語に翻訳する…
重要事項選択の部分ではゼミと講義で得た基本的知識を実践的に活用するこ
とができ,翻訳の部分ではこれまたゼミと講義で培った英語の読解能力を試
すことができるというわけである.
平成15年度の専門ゼミ生は4名であった.卒業論文のテーマについて学
生の考えを聞くうちにアフリカ系アメリカ人に関心を持つものが2名,日系
アメリカ人に関心を持つものが同じく2名であることがわかった…　4人には
専門ゼミレポートに代わるタイムライン製作という新しい選択肢ができたこ
と,完成後は研究室HPで公開する予定であることを伝えた.幸いなことに
全員がタイムラインに関心を示してくれた.ここから2名ずつがチームを組
衣,共同作業でアフT)カ系と日系に関する2つのタイムラインを作成する展
望が開けた.同年秋,研究室HPのゼミ生のページに2つのタイムライン製
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作が進行中であり, 16年度前半に公開予定であるとの予告を出した,
(3)最初のタイムライン
可能であればタイムライン作成作業の手順を実例をもって示したいところ
であるが,残念なことに,この最初の二つのタイムラインを含む現在ある6
つのタイムラインの作成過程を詳細に伝えるものは残っていない.あるのは
完成鼠　すなわち現在HP上に公開されているタイムラインのみである.た
だ,ゼミや講義科目で身につけた基砕知識をもとにゼミ生が参考文献の中か
ら重要と思われる出来事等を選択しエクセル文書にその年号と英文の記述を
書き込み,その後日本語訳を書き込む形で初稿を完成する,その初稿を12
月最後の授業時のレポート提出の際に提出し指導教授の最初の指導を受け
る,そこから本格的なタイムライン製作がスタートするという進め方自体は
現在も踏襲されている.エクセル文書の初稿を受け取った筆者がまず行うこ
とは,全体に目を通し,重要な歴史的事項が選ばれているか,英文の記述を
正確に翻訳しようとしているかどうかを大まかに確認することである.この
段階ではまだ添削することはしない,意味のとり方が文法的に不正確だとか,
歴史的知識が不足しているため翻訳文が意味をなさないというような箇所を
赤色に変換するなどしてゼミ生に返す,もちろん,あえて取り込む必要のな
いような事項が選択されている場合も,シグナルを送る.これが第一段階で
あり,ゼミ生は指摘された箇所を再検討し問題の確認と修正に取り組むこと
になる.その後,ゼミ生から再提出されたものに対して筆者ははじめてコメ
ントし,部分的な添削を行う.ただし全部をいっぺんに解決するようなこと
はせず,もう少し時間をかけて考えさせたい箇所は,前より問題点を絞った
形でゼミ生にさらなる検討を求めるのである.こうした初期段階に始まり,
長い記述をコンパクトな長さに要約する,もしくは抽象的すぎる記述を具体
的にする,さらには自身の言葉に言い換えるといった作業を行う中期段階,
そして記述にあるような出来事が本当にその時期に起こったのかをチェック
する後期段階という具合に展開していくことになるが,既に述べたとおり,
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最初の6つのタイムラインに関しては,この間のゼミ生と筆者のやり取りを
今に伝える材料は残っていない.ただ,幸いにも現在7つB, 8つ目のタイ
ムラインが進行中であるので, 7番目に公開されることが見込まれるタイム
ライン製作の初期段階における指導教授とゼミ生のやりとりの実例を引くこ
とで,具体的にどのような作業が行われ,どのような指導がなされるのかを
示すことにする7).
このゼミ生が目下取り組んでいる「アメリカ移民政策タイムライン」の
1868年の項にはアフリカ系アメリカ人に市民権を認めることになったこと
で知られる憲法修正14条に関する以下のような記述がある(英文の下の日
本語文はゼミ生による翻訳である)…
A clause in the 14th Amendment "excluding Indians not taxed" pre-
vents Native-American men from receiving the right to vote.
14条の,課税されていないインディアンは締め出すという項目は,ネ
イティブアメリカン男性の参政権獲得を妨げる.
ボ-ルド体の部分(実際には赤色に変換した)は筆者が指摘してゼミ生に投
げ返した問題点である.まず第1にゼミ生は授業で何度か出てきたはずの「合
衆国憲法修正14条」を認識できずにいる. 2つの講義科目で出会い,前期
ゼミでも出会ったはずの修正14条である.赤色に変換して指摘すれば思い
出してくれるのではないかと期待したのである.もうひとつの問題点clause
はやはり最終的に「条項」と訳させたいのである.もう一つ実例をあげる.
少し時代を遡って1861年の南北戦争勃発に関する部分である.
Abraham Lincoln takes the presidential oath of o餓ce. The Southern
Confederacy ratr丘es a new Constitution and elects Jefferson Davis as the
血st Confederate president. The Civil War begins with Confederate sol-
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diers丘ring upon Fort Sumter.
アブラハム・リンカーンは公的な大統僚誓約を行った.南部連邦は新し
い憲法を承認し,ジェファソソ・デイヴィスを初の南部連邦大統債とし
て選出した.南北戦争はFort Sumterの最前線にいた南部連邦軍により
軸ま」>蝣
言わんとすることは伝わってくるが,やはり「大統領就任の宣誓をおこなう」
程度まで前進させたいし,最後の付帯状況を表す構文はしっかりと理解させ
たい. 「南部軍の兵士がサムタ-砦を銃撃する中で」程度にまで進めさせた
いのである…　できればConfederateという形容詞は今後Federalとの無用な
混乱を避けるために「同盟の」に代えさせたいところであるが,すべてをいっ
ぺんに処理しようと欲張ることのマイナス面を考慮して,それは次の段階の
作業にとっておくことにした,
ゼミ生に投げ返した結果がどうなるかが気になるわけであるが,以下のよ
うな形になって戻ってきた.
憲法修正14条の,課税されていないインディアンは締め出すという趣
旨の条項は,ネイティブアメリカン男性の参政権獲得を拒んだ.
アブラハム…リンカーンは就任式で大統領誓約を行った.南部連邦は新
しい憲法を承認し,ジェファソン・デイヴィスを初の南部連邦大統領と
して選出した.南北戦争はFort Sumterの最前線にいた南部連邦軍によ
り始まる.
最初の1868年に関する記述の訳は大いに改善された.しかし2つ員の1861
年の方はなお問題が残った… 「大統領背約」と「Fort Sumterの最前線にいた
南部同盟軍により始まる」の部分を今度は青色に変換してゼミ生に再度投げ
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返した.大統領誓約とはあまり言わないのではないか.他に適切な表現はな
いものか.最後の文章は何とかならないものか.丘ring upon Fort Sumterの
部分はどう捉えているのか.今回はこうした具体的な指摘をはじめて行った.
前回,指摘するのを思いとどまった「連邦の」は最終的には「同盟の」に変
えさせたいのだが, 2つの問題点が解決されてからにしようということで今
回も先送りした(因みに次のやりとりでゼミ生は「大統債による宣誓」とい
う表現を自ら取り入れた.難航していた最後の部分については筆者が「with
で始まる付帯状況を表す構文」であることをほのめかすことで,その後改善
された)…
上に示したのは全体的指導のうちのほんの一部である.ゼミ生の名誉のた
めに言えば,しっかり出来上がった箇所も少なくはなかった.しかし,それ
でも18世紀末から20世紀末までをカヴァ-した,その時点で150を超える
選択項目の翻訳には大小さまざまな問題が存在したことは事実である.それ
を一つ一つ前に進めていくわけなので確かに根気を要する作業ではある.し
かもこの学生はレポ-ト提出時期以前に何回か,原稿を送ってよこし,筆者
が問題点を指摘すると,すぐまた作業を加えて送ってきたのである.実を言
えばこの学生のタイムラインへの取り組みは例外的なもので,実際には提出
前にこれほど頻繁にやりとりをすることは珍しい(製作者の熱意に筆者は通
常のスケジュールを外れて対応してしまったことになるが,それはそれでよ
いと考えることにした).通常は12月の提出後, 1月に筆者が問題点を指摘
した初稿がゼミ生に返却され,そこから筆者とゼミ生のやりとりが本格的に
始まって,その年の秋の公開まで継続するというのが通常のスケジュ-ルで
A6
最初の2つのタイムライン製作に話を戻すと,前述の通りこの2つのタイ
ムラインは2名ずつのチームで開始されたが,それぞれのチームのうち1名
が平成16年度後期から大学の交換派遣留学制度で1年間アメリカに留学す
ることになったため,どちらのチームも残る1名が公開までの残りの作業に
あたることになった.最初のタイムラインはモデルとするものがなかったこ
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ともあってゼミ生にも苦労が多かった.これにつまずけば後がないことから
作業の中期段階から後期段臣削こおいては筆者がそれ以降のタイムラインでは
見られない入念な指導を与えることで2つのタイムラインは完成した.
最初のタイムラインは平成16年8月28日に公開された… 「アフリカ系ア
メリカ人タイムライン1619-19968'」である.同年9月22日に2つ目が公開
された. 「日系アメリカ人タイムライン1843-20009)」である.
『世界週報』森記者の千葉ゼミ訪問
2つのタイムライン公開に先立つ,冒頭で触れた『世界週報』森記者のゼ
ミ訪問について記すことにする.森記者から突然のゼミ取材の申し出を受け
たのは平成16年6月初旬であった.思いがけない申し出であり,しかも単
なるインタヴューでなく3年の専門ゼミを実際に見学したいとのことであっ
たので,全く環樺いかなかったわけではなかったが,折角の申し出なので学
部長や大学広報課とも相談の上　6月24日の木曜日に取材に応じることに
した-0).取材当日は午前11時から約1時間,ゼミ指導教授である筆者がイ
ンタヴユ-を受けた,ここでは学部の教育方鈍　学部の教育内容のほか, 5
ケ月間のアメリが留学プログラム(AUAP) in外国人教員によるフレッシュ
マン・イングリッシュなどについて説明した後,ゼミと2つの講義科目を連
携させた千葉ゼミの狙い,授業の進め方などを紹介した…　昼休みには総合ゼ
ミ生4名が森記者らと教職員食堂で昼食を共にした. 4名はまさにタイムラ
インを完成させる直前の段階にあったので,記者に自分たちの試みに関する
感想を求めた.これに対し森氏はタイムラインに関心を持っていること,た
だし2つでは少ない,タイムラインの数が増えればその分インパクトが強く
なると答えられた…　ゼミ生も筆者も森記者のこの助言には大いに励まされる
とともに,その後に有益な示唆を得た. 3時限の専門ゼミの授業には8名の
専門ゼミ生全員が出席し,カメラマンの時折のフラッシュを浴びる中,アメ
リカ史の中の冷戦の始まりの部分について討論を行った.ゼミ生は緊張して
いたが,それぞれがしっかり発言してくれた.ゼミ終了後は4年の総合ゼミ
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生たちも再び加わって体育館前の芝生で記念撮影をし,数名の3年生が森氏
のインタヴユ-を受けた…　この取材記事は同年8月末の『世界週報12)』に
見開き2ペ-ジにわたって掲載されることになる.
最後に森氏との雑談の中で筆者は機会をとらえてなぜ千葉ゼミを選んだの
ですかと訊ねた.これはぜひとも訊ねてみたかったことであった.大学で国
際関係を扱うゼミの訪問シリーズということなら,この学部には取材対象に
なるゼミが数多くあるのではありませんかとも訊ねた.森氏は言葉を濁され
たが,開設されたばかりの千葉研究室のHPを見て,そこに何らかの動きを
感じ取られたようであった.
(4)現行の6つのタイムライン完成まで
平成16年度の専門ゼミでは8人のゼミ生のうち二人のゼミ生がタイムラ
イン作成に名乗りを上げた. 「中国系アメリカ人」と「アメリカ公民権」をテー
マにしたものである.この年は共同作業ではなく一人が白身のタイムライン
に挑戦する最初の年であった.前年は二人で実行したことを一人で行うので
あるから,負担が大きくなったことは間違いない.ただし,前年度ゼミ生の
タイムラインをモデルにすることができるという点では,恵まれていた. 2
つのうちでは「7メリカ公民権タイムライン1619-200513)Jが先行した.エ
スニック…グループや社会グループ以外のテーマを扱ったものとしては最初
のタイムラインである.平成17年6月10日に公開されたが,これはこれま
での最短完成記録である.続いて「中国系アメリカ人タイムライン1820-
199914)Jが同年10月13日に公開に漕ぎ着けた.これでタイムラインは4つ
となった.
平成17年のゼミ生は3名であったが,このうち2名がタイムライン製作
を選択した.テーマは「アメリカ女性」と「ヒスパニック系アメ.)カ人」で
ある.実を言えば,ゼミ生が過去においてアメリカ女性の社会進出に関する
卒業論文を書いた事実はあるものの,ゼミでも2つの講義科目でも「女性」
は取り上げていない…　ただ, 16年度カリキュラム改定で生まれた1年次専
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門必修科目であるオムニバス形式の「国際問題入門」 (旧科目の国際関係概
論はこの科目に読み替えられることになった)で筆者は「アメリカ合衆国に
おける人権問題」というテ-マで2時間の授業を担当しており,その中でア
メリカ女性の地位向上について短い時間ではあるが講義している.アメリカ
女性タイムラインに取り組んだゼミ生は幸運にも旧科目を再履修した結果,
筆者が授業用に作成した極めて大まかな女性タイムラインを見る後会に恵ま
れたのである.二つのタイムラインは平成18年10月12日に「アメリカ女
性タイムライン」, 「ヒスパニック系アメ1)カ人タイムライン1492-2006」と
なって同時に公開された15)これでタイムラインは6つになったわけである.
3　タイムラインの効用
(1)千葉ゼミ以外の学生との比較に見るタイムライン製作の効用
下の表は「はじめに」で示した61…3という数字を含むゼミ生と学部学生
の卒論の引用及び参考文献に関するデータである16)ここで言う学部学生
の卒業論文とは大学図書館内に陳列されている国際関係学部優秀論文であ
衰　千葉ゼミ生と学部学生の卒業論文比較17)
総引用に占める外国語文献引用の割合
総 引用 外 国語文 献引 用 %
タ イム ラ イン製作 グル一 プ (8名 ) 689 455 l<>
ゼ ミレポI ト作成 グルI プ (6名 ) 550 305 55.5
千葉 ゼ ミ全体 (14名) 1239 7nl 61.3
千 葉 ゼ ミ以外 の学 部生 (20名 ) 1934 197 10.2
総参考文献に占める外国語文献の割合
総 参 考 文 献 外 国 語 文 献 ….
タ イム ラ イ ン製 作 グ ル P プ (8名 ) 178 110 61…8
ゼ ミ レポ ー ト作 成 グ ル ー プ (6名 ) 70 35 50
千 葉 ゼ ミ全 体 (14名 ) 248 145 58.5
千 葉 ゼ ミ以 外 の 学 部 生 (20名 ) 726 136 18…7
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る.優秀論文の制度は各ゼミの指導教員がそれぞれの年度のゼミ生の卒業論
文の中に特別優れた論文があった場合,これを推薦し,審査に当たった教員
が適当と認めたものを優秀論文として認定する制度である.これらの論文以
外に筆者は学部学生の卒業論文で身近にあるものを思いつくことができな
かった.比較対象とするにはレベルが高すぎる嫌いはあるが,それだけにこ
れ以上のものはなく,願ってもないサ-/プルだと考えた.
結果として明らかになったことは学部優秀論文に比べて千葉ゼミ生の外国
請(千葉ゼミ生の場合は英語)資料の引用頻度が格段に高いということであ
る.また参考文献にあげられている文献に占める外国語文献という点で比戟
しても千葉ゼミの58…5はやはり高いと言えるであろう18)これをタイムラ
イン製作グループについて見ると,その差はさらに拡大する.引用に占める
外国語文献引用の頻度では実に66. 0,参考文献に占める外国語文献の割合
は61.8である,ただ筆者は千葉ゼミの学生が外国語文献をその程度に活用
するのはある意味で当然であり,そのことを無視してゼミ生と他の国際関係
学部学生を比較することは公正でないことを承知している…　たとえば,千葉
ゼミ生は①英語文献の使用を要求されている, (参研究室には卒業論文を書く
のに必要な洋書が基本的な部分で備わっている,これに③亜細亜大学図書館
のオンライン検索Proquest Directのデモ(千葉ゼミでは隔年で実施)を通
して英文資料の入手方法に馴染む機会が与えられているということなどを考
慮に入れるべきであろう.しかし,それらを差し引いても,なお埋めること
ができない差が存在するように思える.国際関係学部の学生はみなフレッ
シュマン・イングリッシュから始まる同じ英語教育を受けており,アメリカ
留学(AUAP)にも一緒に参加している…　3年次以降の英語による講義も同
じように受講することができるようになっている.英語に加えてアジアの言
語を学ぶ地域言語も千葉ゼミ生を含めたすべての学部学生にとって必修であ
る…　交換派遣留学制度やその他の留学制度にも同じ条件で応募することがで
きる,ここだけを見れば,あのような差が生じることは到底考えられない.
唯一考えられるのは3・4年次のゼミとそれと連携した2つの講義科Elを通
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して,また専門ゼミレポートもしくはタイムラインの製作を通して,千葉ゼミ
生は英語資料を読むことに自然と慣れ親しむ機会があったという違いのみであ
る19)その慣れに彼らが他の学部生とは違って持つインセンチィヴと前述の
アドヴァンテ-ジが加わって,あれだけの差になったと筆者は考えたいので
ある…　そこで平成15年度から18年度までにかけて千葉ゼミで学び,タイム
ライン製作後に卒業論文を完成させたゼミ生を対象にしたアンケ-トを実施
することで,それを確かめることにした.
(2)アンケートの回答に見るタイムライン製作の効用
平成16年度および17年度の千葉ゼミ卒業生と18年度4年生のうちでタ
イムライン製作に取り組んだ8名を対象にしたアンケート調査は平成18年
12月下旬から19年1月下旬にかけて主に郵便を使って実施された…　年末・
年始の郵便事情に加え海外在住者2名を含むこともあり速やかな回収は困難
を極めたが,幸い全員の協力を得ることができた.質問項目は全22項目か
らなる20)アンケートの質問内容からこの22項目をおおまかに分類すれば
以下のようになる.
質問1-8はタイムライン製作選択から作品原稿提出の時期までに関するも
ので,該当する時期は3年次の9月から12月中旬もしくは下旬までであるI
質問9は指導教授から初めて提出原稿について指導を受けた時期の心境を問
うもので該当する時期は3年次の1月中旬以降である.
質問10-11はタイムライン完成時期の感想を求めるもので,該当する時期
は4年次の夏休み明け以降である.
質問12-13は卒論とタイムラインのつながりに関する質問で,該当する時
期は卒論が完成され提出された4年次12月以降である.
質問14-15はタイムライン作成に役立った授業を問うもので該当する時期
はタイムラインが完成され公開された4年次の夏休み明けから秋にかけてで
ある.
96　　国際関係紀要　第16巷　第2号
質問16-17は卒論完成に役立った授業を問うもので該当する時期は卒論が
完成された4年次12月以降である,
質問18-19は千葉ゼミの卒論に関する要件の達成度を問うもので,該当す
る時期は卒論に関する指導教授との個別面談が終了する4年次1月中旬以降
である,
質問20は千葉ゼミに所属した2年間における英語力の伸びを問うもので該
当する時期は4年次1月以降である.
質問21はタイムライン公開についての感想を問うもので該当する時期は4
年次秋以降である.
質問22はゼミと2つの講義科目を受講し,さらにタイムラインに着手した
3年次1年間がどのような期間であったかを問うもので該当する時期は3年
終了時以降である…
上に分類した全質問の中で時系列的に一番早い時期に関するものは質問22
であり,しかも千葉ゼミ生のすべてが例外なく最初の辛さ…苦しさを味わう
3年前期を含む3年次1年間の学習と,その1年間の経験がその後にどのよ
うな意味を持ったかを問うものである.従って,この質問に対する回答の前
半部分から分析を始めることはそれなりに意味があるように患う…
伝統的に千葉ゼミが覚悟のある少数の学生の集まるゼミであることはすで
に2の(1)で述べた.ゼミと2つの講義科目の履修を原則として要求される中
で英語の文献を多量に読まなければならないことを承知の上で入ってくる学
生たちである.アメリカ文化について学びたいとか,同時に英語力も伸ばし
たいというインセンティヴを彼らは個人差こそあれ持ち合わせている.その
覚悟のある彼らにしても通年のゼミに加えて2つの講義科目が前・後期に並
ぶ3年次はかなり厳しい1年であることが多くの回答から読み取れる.特に
4月の開講からの2-3ケ月間についての「辛さ」の回想はほとんどすべて
のゼミ生に共通する. 「ほぼ毎日,ゼミと比較文化の課厚と向き合っていて
大変でした」, 「3年次の最初の3ケ月くらいは英文を見るのがとても辛かっ
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たです」, 「正直,比較文化とゼミをあわせると英文の読む量は本当に多く,
小テストやゼミの発表をするための準備は大変でした」, 「正直,はじめは英
文をひたすら読みこなす比較文化の授業についていける自信がありませんで
した」, 「今までで一番英語に触れ,勉強したと思います.休みの日も午前中
は課題に終われ,やつれてました」というような回答者の実に正直な記述が
彼らが経験した辛さを示している.しかし,その辛さに次第に慣れる,また
はその辛い時期を通り抜けると状況は一変することもほぼ全員に共通する.
「しかし慣れてくると英文を読むことが楽しくなってきたので, 1年間は英
語を勉強しながら,ゼミや比較文化Iの授業を受けられるというとても充実
した期間でした」, 「でも振り返ってみて,あの時期が宝物のように感じます」,
「しかし,それらの準備をすることで毎日が充実していた気がします」, 「で
も毎週与えられた資料をひたすら読んで,内容がだんだん読み取れるように
なってきた頃,気づいたら毎週の授業がすごく楽しみになっていました」, 「た
だ聞くだけの授業より,やりがいがありました.比較文化の課題は提出後,
毎回先生からのコメント付だったので,私の解釈の違いを指摘して頂いたり,
はめて頂いたりしたので,次はがんばろう!という気持ちになりました」,「大
学生活の中で一番意欲的に取り組めました.学ぶことにやっと楽しさを見出
せたと思います.辛いこともありましたが大部分が楽しかったです」, 「この
1年は大変でしたが自分の知識を深める上で重要な1年でした」という具合
に変化していく.そして3年前期という最も辛い時期を潜り抜けた(とはい
え,後期にもゼミと講義科目はあるわけであ.るが,この時期の苦しみについ
ての記述は不思議といってよいほどない)ゼミ生は3年次の12月最後のゼ
ミの授業までにレポートまたはタイムラインを完成しなければならないの
で,後期の授業に取り組む一方で3年次の夏から秋にかけて卒業論文に至る
中間の分岐点で自らの進む道を選ぶことになるわけである.
質問1の「3年終了時提出の課題として,あなたはなぜ専門ゼミレポート
ではなくタイムライン製作を選んだのですか」には4名が「タイムラインを
作成する過程で,卒業論文のテーマを発見しようと思ったので」と答え, 3
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いると考えられる…
質問6 「いくつか渡された資料のうち中心にすえる題材はどのように決め
ましたか」に対しては「指導教授から指示された」が3名, 「自分で決めた」
が3名, 「指導教授から指示された」 「自分で決めた」の両方としたものが2
名であった.筆者としては学生の意向を尊重しながらも個々の資料の重さ軽
さを説明する中で決めたと記憶するが,それでも自分で決めたと答えるゼミ
生は決定段階で自分の意思が強く反映したという思いがあるのだろう,
質問7 「作業着手後はどのような感じでしたか」に対しては全員が「やる
しかないと思ってがむしゃらに取り巌んだ」と答えている.質問5に対する
回答にも見られることではあるが,この回答にも英語力を高めたいというゼ
ミ生たちの強いインセソティヴが見出される.
質問8 「作業の第1次段階を終了して,指導教授にEXCELファイルで作
成したタイムラインを提出したとき,あなたは作業の精度にどの程度自信が
ありましたか」は3年次の12月のタイムライン原稿提出時の自信の程度を
問うものであるが, 70%が5名, 60%以下が3名である.先に2の(3)で春考
のために示した現在進行中の7つ目のタイムライ-/製作者についての実例と
は異なり,最初の6つのタイムラインについては3年次12月の提出以前に
著者が作成指導をすることはなかったので,ゼミ生からすればその精度に確
信が持てないのもやむをえないことではある…　回答者の中には帰国子女で既
にこの時点でTOEICが800点を超えているゼミ生21)もいたし,卒業前に
800点を超えることになるゼミ生もいたが,それでも80%, 90%という答え
がないことはタイムライン製作は単に英語力だけでは解決できない問題,す
なわち歴史的背景の理解といった別の問題を含んでいることを暗示してい
る.そうした問題をゼミ生はその後の指導教授とのやりとりで一つ一つ解決
していくことになるのである.
質問9 「指導教授の最初の指導を受けたとき(自分の仕事に対する指導教
授の最初の評価が出たとき),どう感じましたか」は3年次の1月の個別面
談ではじめて間違いや克服しなければいけない問題点等を指摘された時点の
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心境を問うものである. 「自分の英語力の無さに落胆し,最後までやれるか
不安になった」が2名, 「指導が受けられれば何とかなると感じた」が6名
であった. 「自分の英語力に自信を抱き,この調子で作業を続けようと思った」
と回答したゼミ生が一人としていなかったことは英文記述自体は格段長いわ
けではないが,そのように簡潔になればなるほど逆に意味を正確につかむこ
とが困難になるケースもありうることなどの証明と言える.四分の三のゼミ
生が指導教授のサボ-トがあれば何とかやれると答えているところに独力で
解決することが困難な問題の存在がうかがえるのである.
質問10と質問11はタイムラインを完成させることができた理由を問うも
のであるが,まず質問10は資料として与えられた数種類のタイムラインの
難易に関するものである… 「資料として与えられた英文タイムラインの記述
が比較的短かったから」が3名, 「資料のタイムラインは,自分が他の授業
などで習得した知識が役立つ程度のレベルだったから」が4名, 「資料のタ
イムラインは分からない部分があっても他の資料などで調べて埋めることが
可能な程度のレベルだったから」が1名である.タイムラインに向かうゼミ
生の姿勢・心構えに絡めて完成させることができた理由を問う質問11に対
しては「やっているうちに面白くなってきたから」が3名, 「指導教授のサポー
トがあったから」が4名, 「HPでの公開という晴れがましさに励まされた
から」がl名である.
質問12 「あなたの卒業論文のテーマはタイムラインのテ-マと同じです
か」に対しては「ほぼ同じである」が4名, 「一部関連するが,同じではない」
と「全く同じである」がそれぞれ2名である…　質問13 「卒業論文に取り掛
かる前にタイムラインを製作することはあなたにとって良かったですか,答
えに関係なく,その理由も書いてください」には7名が「とても良かった」,
1名が「まあまあ良かった」と回答している.その理由を5名が記述しており,
その内容は「タイムラインを作成している間に卒業論文のテ-マを発見でき
た」, 「タイムラインが卒業論文を書く際,役に立ったため」, 「卒論のテ-マ
のみならず,他のアメリカ史(とりわけアフリカ系アメリカ人)について浅
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くではあるが幅広い知識を得られたため」, 「出来事などの流れがキレイに整
理されているので,展開を考えるのが楽になったと思います」, 「選んだエス
ニック・グル-プの背景…流れを理解することができたため」というもので
ある.このうちの2人の回答に共通するのは卒業論文を書き進める際に,彼
らがタイムラインをそばに置き,歴史の流れを確認しながら作業を進めた様
子がうかがえることである…　特に質問12で卒論のテーマがタイムラインの
テーマと同じであるとか,ほぼ同じであると回答したゼミ生にとっては完成
したタイムラインは強力な援軍になった可能性がある.
質問14と質問15はタイムラインを作成する上で役に立った授業を問うも
のであるが,ゼミが一番役立ったとの回答は6名,二番目とした回答は2名
で,因みにゼミを二番目としたゼミ生が一番にあげた授業は比較文化Iで
あった.ゼミ以外で役立った授業としてあげられた科目としては比較文化I
の8名,比較文化Ⅲの6名以外では,比較社会が3名,国際関係概論の読み
替え科目としての国際問題入門が1名,中国語が1名である.中国語をあげ
たゼミ生は中国系アメリカ人タイムラインの製作者であろうと推察される.
質問16と質問17は卒業論文を完成する上で役に立った授業を問うもので,
ゼミが一番役立ったとの回答がタイムラインの場合と同様に6名,比較文化
Iとするものが2名であった.このようにゼミと比較文化Iに分かれる理由
としてはゼミがアメリカ史,エスニック…グル-プ,そしてW・E…B・デュ
ボイスというようにさまざまな分野を取り上げるのに対して,比較文化Iは
授業全体がアフリカ系アメリカ人のみをテーマに進められることが影響して
いるものと思われる…　つまりゼミ生の卒業論文のテーマが何であるかによっ
て順位が決まるということであろう…　ゼミ以外で役立った授業としてあげら
れた科目としては比較文化Iの8名,比較文化Ⅱの6名以外では,比較社会
が3名.国際関係概論の読み替え科目としての国際問題入門が1名,中国語
が1名であり,タイムラインの場合と全く同じである.
質問18 「あなたは卒業論文で英語の文献を埼極的に活用できましたか」
に対しては「積極的に活用した」が5名, 「活用するよう努めたが,十分と
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はいえない」が2名, 「まあまあ活用できた」が1名である…　2の(1)に掲げ
た卒業論文作成における英語文献活用の度合いに関する表が示した66%,
61…8%はあくまで平均値であり英語文献の利用率が50%に満たないゼミ生
もいたので, 「活用するよう努めたが,十分とはいえない」と答えたのはそ
うしたゼミ生であろうと推察される.それでも質問19 「卒業論文で英語の
文献を活用するという部分でタイムライン作成の経験(自信)は役立ったと
思いますか」に対しては7名が「大いに役立ったと思う」, 1名が「ある程
度役立ったと思う」と答えているので,利用率とは別の次元でタイムライン
製作が卒業論文作成に向かうゼミ生を後押ししたことは間違いない.
質問20 「千葉ゼミに在籍した2年間を振り返ったとき,あなたの英語力
は伸びたと思いますか.答えに関係なく,その根拠も書いてください」に対
する答えは「程度は別として上昇したことは確かである」が6名, 「大いに
伸びたと思う」が2名で,どちらの回答にもその根拠としてTOEICのスコ
アの上昇をあげているゼミ生が一人ずついる.それ以外の根拠としては「英
文を読むスピ-ドが日に日に早くなっていたのを感じていました」, 「英文を
読むことに対する抵抗がなくなった」, 「量をこなしていくことで自然と落ち
着いて英文に向き合えるようになりました」, 「英語の文献に対する劣等感が
消え,完壁ではないが,ある程度読解力がついたと思えた」などと記述して
いる. 3年次の辛い前・後期の授業とタイムライン製作,そして卒業論文に
取り組んだ4年次の合計2年間を通して英文-の慣れが一段と進み,英語読
解力が伸びたことを彼らの回答は物語っている. (もちろん,こうしたゼミ
生の成長の裏には筆者が担当する授業以外に,学部の英語を用いた講義や高
学年向けの共通教育英語,それに留学なども貢献しているであろうことを認
めたいと思う…)
質問21 「タイムラインが研究室HP上に公開されていること,さらに
GOOGLEやYAHOOの検索エンジンで検索するとあなたのタイムラインが
TOPに出てくることをどのように思いますか」に対しては「とても不思議
な感じです.嬉しいです」, 「素直にうれしいことです.やってよかったと思
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えました」, 「同じ興味で勉学に励んでいる人々に貢献できると思うと誇らし
い」, 「純粋にすごく嬉しいです.苦労して作ったタイムラインをゼミの中だ
けに留めるのでなく, HP上に公開され,誰かが見てくれることを誇りに思
います」, 「自分の名前とタイムラインがYAHOOで一番上に表示されたとき
は本当に感動しました…　親にも見せたのですが,喜んでくれました.タイム
ラインは大変な作業でしたが,作って本当によかったと思っています」, 「一
言で言えば,達成感!途中で自信を無くしかけたこともありましたが,こ
うして公開してもらえると少しでも自分のやったことが認めてもらえた気が
して,とても嬉しいです」, 「婿しいです.誰かが自分が作成したタイムライ
ンを参考資料として使用しているかもしれないと思うと,頑張ったかいがあ
ると思います」, 「今まで頑張ってきてよかったと思いました…　形になるので
両親も喜んでくれて,それがとても椿しいです」とそれぞれが達成感,満足
感を訴えている.
最後の質問22については,この節の冒頭で主に3年次前期のゼミ生の辛
い学習とそれへの慣れに関して言及したので,ここでは質問の後半「--3
年次の1年間はあなたにとって,どのような1年間でしたか.また,その1
年間はその後にどう影響したと思いますか」の部分に限定して見ていくこと
にする.結果として「私は3年の夏休み,AUGP22)の北京留学もあったので,
そちらも大変だったのですが,ひとつを頑張れば,全部頑張れるというのを
実感しました. 2年次までは,あまり熱心に勉強してなかったのですが,メ
イムラインをきっかけに学業面において意欲が出たように思います」, 「比較
文化Iでめげずに,比較文化Ⅲも履修して本当に良かったと思います…　この
授業がなかったらタイムラインを作る気にはならなかったと思います.そう
いった意味で本当に充実していました」, 「その後の影響ですが,卒論を書く
上で英文-の抵抗がなかったことが一番の影響でした」, 「おかげで今は英語
で仕事し,生活できています」, 「タイムライン作成は論文作成に大いに役立
ちました.流れがわかっていたので,論文が書きやすかったです」, 「卒論に
取り組む上では必要不可欠な1年間であった.というのも全ての土台となる
104　　国際関係紀要　第16巻　第2号
知識を得ることができたのがこの3年次の授業だったからだ.英文資料で比
較文化,タイムラインを同時にこなしたことで卒論のイメージがうかび上
がった気がする.この1年間により,その後の卒論作成がスム-ズになされ
たことは言うまでもない」などと, 3年次の苦しみが「生みの苦しみ」に転
換したことがそれぞれの言葉で率直に書き綴られている.
アンケート調査に関する基本的な知識を持ち合わせない筆者が素人考えか
らスタートし,計画性も不足する中,短期間で設問を作成した上,回答の分
析自体も我田引水・牽強付会に走った可能性を拭えず,さらにゼミ生の自由
記述をほぼ原文のまま引用する形をとったことから論理性を欠くまとめに
なったかもしれない可能性を危供しながらも,次のことだけは辛うじて伝え
ることができたのではないかと考える,
つまり千葉ゼミに参加し英語でアメリカ文化を学びたい,同時に英語力を
高めたいというゼミ生のインセソティヴが,ゼミと2つの講義で英文資料の
多読を強いられる厳しくも辛い3年次を乗り越えさせ,さらにゼミ生自らが
選択したタイムライン製作が新しいものを創造するという高揚感によって彼
らの中に新たな意欲を生み出し,そしてタイムライン完成から得られた自信
が英文資料に自然に向き合いながら指導教授が要求する英語文献を存分に活
用した卒業論文を完成するという方向にゼミ生を導くことができたのではな
いかということである…
(3)タイムラインの副次的効用
タイムラインが副次的にもたらした効用として最大のものはそれが学生が
製作したものでありながら筆者が授業で活用できる実に便利な教材になって
いるという事実である.国際関係学部1年生の必修科目「国際問題入門」で
は配布資料に参考文献として千葉ゼミ生が製作したタイムラインを紹介して
いる.また「専門ゼミ」 「総合ゼミ」の後輩たちもその恩恵に浴しており,
特に専門ゼミ後期で各種エスニック・グループに関する報告・討論を行う際
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にはタイムラインが利用されるケースがある.筆者が「アメリカ文化研究」,
「アメ1)カン…エスニシティ研究」の授業をおこなう際も,ゼミ生のタイム
ライソを視聴覚教室のスクリーンに映し出して,受講者にエスニック・グルー
プの歴史を確認させることがある.しかし,それに負けないくらい大きな効
用はタイムライン製作に取り組むゼミ生をサポートする過程で筆者自身が勉
強させられ,アメリカ社会を構成するさまざまなグループへの理解を一層深
めることになり,それを国際問題入門,アメリカ文化研究,アメリカン・エ
スニシティ研究といった授業に還元することができるようになってきたこと
である…　学生にとっては学習の機会,筆者にとっては教育の機会と考えて始
めたことが,実は筆者の思いあがりに過ぎず,指導する側にとっても学習の
機会であることを思い知らされたのである.最後にタイムラインを研究室
HPを通して外部に発信することがもたらす効用として(アンケ-トの中で
ゼミ生が誇らしげに記述していたように)ⅥゝHOOやGOOGLEなどの検索エ
ンジンにゼミ生のタイムラインを入力すると,検索結果のトップにそれが現
れるという現実がある.同種のものが他にないので当然といえばそれまでで
あるが,これだけでもゼミ生の努力は報われたといえる.社会が彼らのタイ
ムラインを必要としたとき,それがいつでも利用可能な状態に置かれている,
たとえ些細な貢献であれ,タイムラインを製作した千葉ゼミ生の社会-の貢
献は評価されるべきと考える所以である23),
in ni
千葉ゼミ生を含んだ国際関係学部の卒業論文の分析とタイムライン製作に
関与したゼミ生へのアンケートによって,タイムライン製作がゼミが掲げる
目標に遠進する千葉ゼミの卒業論文-の取り組みに少なからず貢献したこと
はある程度明らかになったと思うが,筆者は専門ゼミレポートを執筆したグ
ループもそれに劣らぬ貢献をしたと考えている. 2の(1)でタイムラインを作
成した千葉ゼミ生と学部の学生を比較した際,敢えて言及しなかった千葉ゼ
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ミ生のうち専門ゼミレポ-トを書いた後に卒論に取り組むゼミ生グループと
タイムラインを完成させながら卒論に取り組む学生グループの間に見られる
差にあらためて言及すれば,タイムライン製作グループの数値があまりに高
いために,いささか影が薄い嫌いはあるものの専門ゼミレポ-トに取り組ん
だゼミ生たちの貢献も同様に評価されるべきと筆者は考える. 55.5と50…0
という数値で示された彼らの卒業論文における達成はそれなりに賞賛される
べきものであり,それが数値として目立たないのは,タイムライン製作グルー
プ8名の中に英語文献を100%引用した学生が二人いたことと,専門ゼミレ
ポート作成グループ6名の中に自らの意思で,卒業論文に英語文献を使用し
ない方向を選んだ学生が一人いたからである.タイムライン製作グループの
うちの一人は交換派遣でアメ1)カに留学したことから英語で卒業論文を書い
たゼミ生である.このゼミ生のすべての引用が英語文献からであることはむ
しろ自然なことである.この学生白身が1年間のアメリカ留学の成果を示す
ために選んだことだからである.もう一人は中国系アメ1)カ人タイムライン
を完成させたあと,中国系に関する卒業論文を書き上げたゼミ生である.こ
のゼミ生の場合はタイムラインにせよ,卒業論文にせよ日本語の文献で利用
できるようなものがほとんどなかったために100%英語文献からの引用と
なったのである.一方で専門ゼミレポート作成グル-プの問題の学生は詩人
ホイヅトマンとアメリカ民主主義をテーマにした卒業論文を作成した,そこ
にいたるゼミおよび2つの講義科目でのこの学生のパフォーマンスはゼミ生
の中でも模範的なものであった…　その学生がホイットマンからの引用のすべ
てを日本の先人たちからの再引用という形で行った,英語力が不足していて
ホイットマンの詩が訳せなかったわけでは決してない,文学を愛するこのゼ
ミ生が尊敬してやまない有島武既　それに松田福軌　木口公十,夜久正雄と
いった先人たちの絶妙なホイットマン訳を現時点の自分の未熟な日本語で置
き換えることに忍びなかったのである.筆者はこのゼミ生のそうした苦渋の
選択を認め,結果としてこの学生の専門ゼミレポート作成グル-プの英語文
献利用の頻度を高めるという部分での貢献はなくなった.筆者はいつの日か
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ホイットマン詩の引用をすべて自分の日本語に変えた卒業論文を再提出する
よう指示してこのゼミ生を学園から送り出したが,ゼミレポート作成グルー
プが千葉ゼミの方針に沿って,立派な卒業論文を作成してくれたことをもう
一つのグループと同様に評価したいと思う,
専門ゼミレポートに取り組む学生とタイムラインを製作する学生の努力で
千葉ゼミの卒業論文への取り組みが指導教授の期待する方向で展開してきた
ことを裏付ける,もう一つの事実として卒業論文作成における英語文献の積
極的活用という高い要求を課せられた千葉ゼミ生の卒業論文のすべてが学部
の卒業論文審査委員会がおこなう審査を無事に通過し,全員が4年での卒業
を果たしてきたことを付け加えたい…　実はこれは千葉ゼミがその歴史の中で
誇りとする,すなわち学部設立以来の千葉ゼミ生全体にあてはまる事実でも
ある.もちろん,長い年月の間にはゼミの方針に十分沿うことができていな
いと筆者の目に映った極めて小数のゼミ生はいたが,それでも全員が審査を
通過し,一人として留年することなく卒業したのである.もっとも,学部の
審査が不合格者をつくり出すことを目的としない以上　審査を通過するとい
うのは,ある意味では当然のことである.通過しない方がおかしいのである.
しかし,間もなく20年になろうとする学部の歴史の中で,こうしたゼミの
伝統が守られてきたことはそれなりに意義深いことだと考える,
最後にタイムラインの今後について考えることにする…　平成19年度中に
はタイムラインは8種頬となる予定である. 『世界週報』の森記者の助言に
はこの部分では応えることができたのかもしれない.しかし,逆にこれだけ
多くなると,今後はゼミ生がタイムライン製作に取り組む際,選択の幅は狭
まるということである.今後,どのようなタイムラインが考えられるか,普
た残っているかということである…　残っているエスニック…グループが次第
に少なくなったからこそ,アメリカ公民権,アメ7)カ女性,さらにはアメリ
カ移民政策といった,いささか性格を異にするタイムライン構想が生まれた
のである.もちろんアイルランド系,イタリア系などのヨーロッパ系,それ
に韓国系,フィリピン系といったアジア系のタイムラインは可能である…　と
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は云え,資料の収集などの面でこれまで以上の困難が予想される.他に考え
られるタイムラインとしてはアメ.)カ民主主義の発展に貢献した個人のタイ
ムラインである.キング牧師やマルコムⅩなどの名前が浮かぶ.それでも,
これまでの6種類に密度の点で遜色のないタイムラインが出来上がるだろう
か,それともタイムラインのみにこだわらず,合衆国国勢調査局提供のデ-
タをもとに,千葉ゼミのHPに掲載するにふさわしい表やグラフを作成する
といった新たな方向を模索すべきであろうか…　何を選択するにしても克服し
なければならない問題は間違いなく存在する…　ともかく,ゼミ生を常にアク
ティヴにする何かを考え続けるのが自分の仕事だと筆者は考えている.
【注】
1)平成12年度以前は筆者が担当する講義科目としては「北アメリカ研究」とい
う半期の科目があるだけで,ゼミ生の英語読解力を鍛えるという点では時間的
に明らかに不足していた.
2)巻末資料Q)参鳳
3)巻末資料②参照.ここで資料として示したものは平成18年度後期のアメリカ
-/'エスニシティ研究12月21日の授業で実施した小テストの答案であり,秤
価が行われ,筆者のコメント等が書き込まれたものである.前期のアメリカ文
化研究も全く同じ形式で毎回実施しているので参考になるものと思う…　名前を
出さずにこの答案を公開することについては当該ゼミ生の了解を得ている.
4)巻末資料③参照.アメ1)カ文化研究通信(1)は5ページに及ぶが,資料では
最初のページのみを示すことにする.
5 ) http:,〝'www2.asia-u…ac.]V-chiban/
6 ) http;.〟'www2…asia-u…ac.jp/-chiban/subO I Lhtml
7)当該ゼミ生の了解が得られたので,指導教授とゼミ生のやりとりの一部を紹介
することにした.なお,筆者は3つのタイムラインを資料としてこのゼミ生に
捉供したが,そのうち以下の合衆国国会図書館の公式サイトにあるものを中心
に作業を進めるよう助言した. http伽emory.loc.gov/learn/features/immig/time-
line.html
8 ) http://www2.asia-u…acjp,/'--chiban/AAtimelme.html
9 ) http:,〟'www2.asia-u.ac.j〆-chiba叫Atimeline.html
10)平成16年6月18・目付けで世界週報編集長浅沼潤氏より亜細亜大学宛に公式の
「撮影・取材許可願」が提出され,世界週報森記者の同日午前11時から午後4
時までの千葉ゼミ訪問のスケジュールが決定した.
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ll) Asia University America Program (AUAP)は5ケ月間にわたり学生を米国ワシ
ントン州の3つの提携大学に留学させる制度で,国際関係学部の学生にとって
は原則として必修である,平成16年度入学生からは1年次の後期に留学する
ことになったが,それ以前は2年次の前期に留学していた.
12) 『世界週報』 2004年8月31日号(時事通信社)pp.66-67.
1 3) http://www2.asia-u.ac.jp/-chiban/CLtimeline…htm1
14) http://www2.asia-u.ac.jp,/ -chiban/CAtimeline.html
1 5) httpy/www2…asia-u…ac.jp/--chiban/AWtimeline.html
http:,〟www2.asia-u.ac.jp/-chiban/HA.timehne.html
16)この比較においてゼミ生のデータは平成16年から18年のものであるのに対し
学部学生のそれは15年から17年のものである点について説明しておく必要が
ある.平成14年度筆者は特別研究奨励制度を利用し,国内研究をおこなった
ため, 15年度ゼミ生の卒業はなかった…　そこでゼミ生については18年度卒業
予定で,卒業論文執筆を終えた3名のゼミ生のデータを加えたのである.なお,
16年度から18年度における千糞ゼミの卒業者は予定者を含め15名である.
千葉ゼミではゼミ生の協力のもと卒業論文の複製を研究室に保存することにし
ているが, 17年度卒業生1名の複製コピーが手違いで,未提出である.従って,
手元にある14名の卒業論文について調査せざるを得なかったことを断ってお
・∴
17)平成19年1月11日の時点で図書飽6階に陳列されていた平成15年から17年
までの3年間の学部優秀論文は20点であった…　これらの論文を千葉ゼミ生の
論文14点と比較する際,以下の点に留意した. (1)参考文献については論文
中で直接言及された文献をカウ-/トする. (2)書物,論文,雑誌記事,新開記
事,ネット情報など参考文献に挙げられているすべてについてカウソトする.
(3)公平を期すため英語だけでなく英語以外の外国語の文献についても,すべ
て外国語文献としてカウントする.
18)学部優秀論文を調査して得られた数字も決して悲観すべきものではない. 10…2
と18.7という数字は筆者の予想を超えるものであった.特に総参考文献に占
める外国語文献の割合を表す18.7はさすが優秀論文だけのことはあると感じ
たほどである…　さらに個人で見ていくと51.0と60…7という非常に高い外国語
文献使用率を示す論文があり,これには感嘆した.
19)筆者の研究室に学部の学生が卒論の文献を探すために過去数度訪ねて来たこと
がある.そんな晩　英語の文献を見せると大抵の場合,すごすごと退散してし
まった.こうしたことは彼らの英語の能力ということではなく,洋書を読むこ
と自体に慣れていないことを物語っているように思う.
20)巻末資料④参照.
21)このゼミ生は2007年1月に実施されたTOEICで885点を獲得した.通常4年
生になると英語の授業もなくなり,学部学生の英語力は伸び悩むか,後退する
かのいずれかであるが,卒業直前の時期においてもこの学生の英語力が伸びて
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いる背景には卒業論文完成のために英語資料を大量に読破したことが大きく影
響しているものと思まっれる…
22) AUGP (Asia University Global Program)は亜細亜大学が粒界規模で実施して
いる留学プログラムで,中国,アイルランド,スペインなど12の国々に4-7
週間にあたって学生を送り出している…
23)平成19年1月の時点で千葉ゼミ生製作のアフリカ系アメ1)カ人タイムライン
と日系アメリカ人タイムラインがそれぞれ以下のサイトで参考資料として紹介
されていることを確認済みである.
アフリカ系アメリカ人タイムライン:
mauのしっばば図書館- 「The Time of Our Singing」 (R・パワーズ)
2005/10/18公開
http^/d…hatena.ne.jp/shippopo/2005 1 0 1 8*/1 1 29635302
日系アメリカ人タイムライン:
メ-ルマガジン「グロ-パル化の世界を旅する」第36号　2005/0.封24公開
http://blog.mag2….com/m/k>g/00000971 06/1 07089554.html
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千葉ゼミ卒業論文作成-の2つの道
平成18年4月1日現在のイメージ図
資料(9
'平成18年度総合ゼミは12年度カ.)キュラムにおける最後の通年総合ゼミであ
り, 19年度からは16年度カリキュラムの総合ゼミI, Ⅱに変わる.
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資料③
アメリカ文化研究通借(1)
アメリカ合衆国ということでわれわれがまず連想するのはr民主主義」です。 18世紀の
後半、当時、大英帝国の植民地であったアメリカは本国に逆らって独立のための戦争を展
開します. 「すべての人間は平等に作られた」という有名な文言で知られる独立宜青はアメ
リカ植民地の指導者たちによって書かれました。しかし,建国の理念に含まれた万民平等
の主掛こもかかわらず独立達成後のアメリカ合衆国では奴隷制度という非人間的なシステ
ムが継続的に発展していきます。今回は南北戦争勃発直前までの合衆国の歩みをたどりな
がら、なぜ民主主義を国是としたアメリカに奴隷制度が存在しえたかを考えることにしま
-*-,
[ガイド】独立宣言と合衆国意告の-解をテキストの最後に添えておきました.これらの歴
史的文書もあわせて読みながら、アメリカの矛盾とは何であるか、どのような仕組みの中
でそれが存在することができたのか、また発展することができたのかを自分自身で確思し
てみてください.
p.l.
hereditarylife-timeAl丘ican血Ⅳe町「黒人を先天的に、生涯にわたって奴隷として扱う
制度」
replacing the earlier practice of bond servitude ‥.=and replaced the earlier practice of
bond servitude. ‥
G即TNaah V<CT一再で　-ftII-'f I-.'蝣・ヽすれ搾.
democratizing forces unlea血edthen Iそのとき解き放たれた民主化に向かう力」
And with it the in*血abitable problem of血.e color kne=And the indubitable problem of
the color line was institutionalized and seared into the fabric of the new nation with it
「そして人種の問題とともにカラーラインの問題も制度化され、新生国家の基本構造の中
にしっかりと焼き付けられた」
¶旭Co血tutioniscurious血the耶yit…　「合衆国憲法はそれが・目する方絵とい
う部分が奇異である」
the Framera 「(合衆国憲法の)起草者たち」
hflhionaseriesofcompromises‥ …　「一連の妥協をつくりだす」
the problems sla▼8ry皿ight create bettween Noi虎h an丘Sou也.= the problems which
slavery might create between North and South
で血teenthAmem血ent r合衆国憲法修正13粂」奴隷制を禁止し,意に反する苦役を犯罪に
対する処罰以外に禁止した条項; 1865年成立。
theabsenceoftheter;皿「(患絵の中に)奴隷制度ということばが見られないこと」
on the ather, nowhe托in the document do鴨it卵Iy 8肋that … ‥ =on the other
hand, it does not expressly state that... anywhere in the di∝ument
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タイムラインを作成(公開)してから卒業論文を完成させた
千葉ゼミ生を対象としたアンケート　[回答結果入力済み]
翻特に指示がない場合は回答は一つだけ選ぶこととします.
1. 3年終了時提出の課題として,あなたはなぜ専門ゼミレポ-トではなくタイムラ
イン製作を選んだのですか.
A　製作に興味を覚えたから.もしくは完成品が研究室HPに公開されるから--3
B　タイムラインを作成する過程で,卒業論文のテ-マを発見しようと思ったので
4
C　レポートよりタイムラインの方が簡単そうに思えたから・-・・O
D　指導教授に勧められたから・・-・0　　　　　　　　　　無回答-・・・1
2.タイムラインのテーマはどのような理由から選びましたか,
A　自分の関心の額域だったから--6
B　指導教授に勧められたから・・…-0
C AB両方の理由から--2
D　他に選ぶものが無かったから・-・・0
3.タイムライン製作に当たって必要な資料はどのように集めましたか.
A　指導教授の提供を受けた…　5
B　自分で探した--0
C ABの両方で--3
4.資料のほとんどすべてが英文である作成作業にあえてチャレンジした理由は何で
すか…
A　英文を読むことに自信があったから一一O
B　英文読解力を高めるのによい機会だと思ったから・-・・8
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C　逃げ場のないところに自分を置きたかったから・-・・O
D　それほど大変だとは思わなかったから一一0
5.実際に資料を手にしたとき,どう思いましたか.
A　これならやれるという自信が沸いた--0
B　間違った選択をしたと後悔した--0
C　やるしかないと覚悟を決めた・・-18
D　何も感じなかった--0
6…　いくつか渡された資料のうち中心にすえる額材はどのように決めましたか.
A　指導教授から指示された…-・・3
B　自分で決めた…-・・3
C ABの両方で--2
D　特に中心になるものは決めなかった--0
7.作業着手後はどのような感じでしたか,
A　作業はスムーズに進められた・-・・O
B　やるしかないと思ってがむしゃらに取り組んだ・-・・8
C　なぜ,こんなことをやらされるのだろうと悔やんだ・-・・O
D　何も感じなかった-…・・0
8.作業の第1次段階を終了して,指導教授にEXCELファイルで作成したタイムラ
インを提出したとき,あなたは作業の精度にどの程度自信がありましたか.
A　90%--0
B　80%--0
C　70%--5
D　60%以下　　3
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9,指導教授の最初の指導を受けたとき(自分の仕事に対する指導教授の最初の評価
が出たとき),どう感じましたか.
A　自分の英語力に自信を抱き,この網子で作業を続けようと思った--0
B　自分の英語力の無さに落胆し,最後までやれるか不安になった-・・・・2
C　指導が受けられれば何とかなると感じた…-・…6
D　何も感じなかった--0
10.あなたはタイムラインを完成できたわけですが,あなたがやり遂げることができ
た理由はどれですか(ここでは資料として与えられた数種類の英文タイムライソ
の難易に関しての質問です).
A　資料として与えられた英文タイムラインの記述があまり難しくなかったから・・・-0
B　資料として与えられた英文タイムラインの記述が比較的短かったから　　3
C　資料のタイムラインは自分が他の授業などで習得した知識が役立つ程度のレベ
ルだったから-...4
D　資料のタイムラインは分からない部分があっても他の資料などで調べて埋める
ことが可能な程度のレベルだったから--1
ll.あなたはタイムラインを完成できたわけですが,あなたがやり遂げることができ
た理由はどれですか(ここでは主にタイムラインに取り組むあなたの姿勢・心構
えなどについての質問です).
A　最初から完成に向けて負い決意で望んだからI.-・O
B　やっているうちに面白くなってきたから・　3
C HPでの公開という晴れがましさに励まされたから-蝣蝣蝣1
D　指導教授のサボ-トがあったから.・・………4
12.あなたの卒業論文のテ-マはタイムラインのテーマと同じですか.
A　全く同じである--2
B　ほぼ同じである・・・-4
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C　-仏間"」-*"*>i>'¥　同L"こ…it;い、・.-2
D　全く関連がない--0
13…　卒業論文に取り掛かる前にタイムラインを製作することはあなたにとって艮かっ
たですか.答えに関係なく,その理由も書いてください.
A　とても良かった一一7
B　まあまあ良かった--1
C　タイムラインでなくレポ-トを選ぶべきだった　　O
D　どちらとも言えない--0
(
14,タイムラインを作成する上で役立った授業の中でゼミは上から教えて何番目ですか…
(①①①(丑①(ラ(塾②)番目
15.タイムラインを作成する上で役立った授業を,ゼミを除き,上から順に3つ書い
てください.
比較文化l (①(D①①①①①②)比較文化Ⅲ (①②⑳3②(塾)比較社会I (③③③)
国際問題入門(③)中国語(③)
16.卒業論文を完成する上で役立った授業の中でゼミは上から教えて何番目ですか…
((丑①①①(り①②(参)番目
*交換派遣で留学した人はアメT)カで虜修した科目も含めてください,
17.卒業論文を完成する上で役立った授業を,ゼミを除き,上から幌に3つ轟いてく
ださい,
比較文化I (①①(か①①①①②)比較文化II (①③②②②②)比較社会l (③
国際間層入n (ョ)中国語(③)
翻交換派遣で留学した人はアメ1)カで履修した科目も含めてください
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18.千葉ゼミは卒論作成に当たって英語文献を模範的に使うことを義務付けています.
あなたは卒業論文で英語の文献を寮極的に活用できましたか.
A　積極的に活用した--5
B　まあまあ活用できた--1
C　活用するよう努めたが,十分とはいえない--2
D　活用できなかった--0
19.卒業論文で英語の文献を活用するという部分でタイムライン作成の経験(自信)
は役立ったと思いますか(これは18でA, B, Cを選んだ人への質問です).
A　大いに役立ったと思う・・-・7
B　ある程度役立ったと思う--1
C　それほど役立ったとは思わない・・・-0
D　最高に役立ったものはタイムライ./以外にある・・・・・・0
*Dを選んだ人はその「役立ったもの」を書いてください.
(
20.千葉ゼミに在籍した2年間を振り返ったとき,あなたの英語力は伸びたと思いま
すか.答えに関係なく,その根拠も書いてください(TOEFL, TOEICなどのス
コアの上昇のほか,ド-.の点で自信がついた」なども根拠になります).
A　大いに伸びたと思う--2
B　程度は別として上昇したことは確かである--6
C　あまり変わらなかったと思う-・・・O
D　むしろ低下した・-・・0
(主な記述内容は本文中で紹介した)
21.タイムラインが研究室HP上に公開されていること,さらにGOOGLEやYAHOO
の検索エンジンで検索すると(「-・..タイムライン」と入力すると)あなたのタイ
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ムラインがTOPに出てくることをどのように思いますか.自由に書いてください.
(主な記述内容は本文中で紹介した)
22.ゼミの授業のほかに原則としてアメリカ文化研究(比較文化I)とアメ1)カン・
ェスニシティ研究(比較文化Ⅲ)を履修し,さらにタイムライン作成があった3
年次の1年間はあなたにとって,どのような1年間でしたか.また,その1年間
はその後にどう影響したと思いますか,自由に書いてください.
(主な記述内容は本文中で紹介した)
ありがとうございました…
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Chiba s Seminar s Approach to the Graduation Thesis,
Mainly focusing on the utilization of Seminar students'timeline-compiling
e鮎>rts as a step toward it
Nono Chiba
This paper has two objectives. One of them is to review how the goal of Chiba's Semi-
nar (the Faculty of International Relations, Asia University) has been achieved since
2000. In that year the Seminar, whose focus is the study of ethnic and social groups in
the United States, initiated a system in which Seminar students are requ汀ed to make the
most of English-language materials in writing their graduation theses, rather than to de-
pend on Japanese-language materials. In order to help them fulfill the requirement, a
combination of seminars (Junior & Senior Seminars) and two elective courses (Compara-
tive Culture I & Comparative Culture H), both of which exclusively utilize English-Ian-
guage materials and are conducted by the author himself, was established.
Furthermore, three years later another innovation was introduced… Before 2003 Chiba's
Seminar students had been obliged to submit an 8000-letter seminar paper at the end of
their junior year, but in 2003 they were given an alternative; that is, to compile a histori-
cal timeline in the Japanese lan;帥age focusing on any American ethnic or social group.
The timeline was to be modeled on ones available in the United States in English. Which-
ever they might choose, in other words, seminar paper or timeline-compiling, students
were expected to read as many materials m English as they could. Three years have
passed. Currently six different timelines are available on the o:氏aal HP for Chiba's Semi-
nar. Therefore, another objective of this paper is to assess how this newly introduced
timeline-compiling system has been working.
Two kinds of surveys were conducted. One was a comparison of the graduation theses
of Chiba s Seminar students with those of other International Relations students, with
respect to五℃quency of citations如om foreign sources. Another was a questionnaire to be
弧ed in by Chiba's Seminar students, mostly graduates, involved in timeline-compiling
activity. This was to determine if the timeline compiling and the aforementioned combi-
nation of Chiba's seminars and the two elective courses facilitated citations from foreign
sources among Seminar students. The results of these two surveys, coupled with the feet
that all of the Seminar students passed the official review administered by the Faculty of
International Relations, indicate that the approach to the graduation thesis adopted by
Chiba's Seminar has functioned as expected.
